
スマート業務システム
• 入力は最小限に、操作は簡単に、集計はリアルタイムに。



スマート業務システムのご提案
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システムに関わる業務を最小限にして
本業の“物作り”に集中できるシステムです。

・必要最小限の操作で情報が管理できます。
EDIの取り込み機能で大量の受注を一括で取り込み
変更・管理ができます。

・感覚ではなく数値で確認できます。
負荷管理表でリアルタイムに負荷状況が確認できるため
素早い対応が可能です。

・作業の問い合わせが少なくなります。
Web作業進捗でお客様ご自身が作業の進捗状況を
確認できます。
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スマート業務システムとは⁉



スマート業務システムの３つの特徴

EDIから出力したCSVファイルをそのまま取り込む
ことができます。

現在は６社のEDIデータの取り込みに対応してい
ますが追加での対応も可能です。

登録前に内容の確認、変更ができます。
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発注頂いた製品の作業進捗をWebで確認でき
ます。

部品別で工程作業の未着手、着手遅れ、着手
中、完了といった状態が確認できます。

特定の製品または日付での抽出ができます。

EDIの取り込み Web作業進捗
各工程グループごとの負荷状況が確認できます。

各部門ごとの売り上げ状況が確認できます。

受注した情報、変更した情報はリアルタイムに反
映されます。

負荷管理



画面イメージ
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画面構成
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メインメニュー
ツールバー
各画面の操作ボタンが並びます。

画面内容
各画面の内容を表示します。

各機能グループのボタンを上段メニューに配置することで役割ごとに表示・非表示が切り替わります。



EDI取り込み
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受注情報
一つの受注内容を
表示・編集します。

EDIから出力したCSVを取り込むことで大量の受注を一括で管理できます。



負荷管理
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負荷管理表
日付別で工程グループごとの負荷状況が確認できます。

負荷集計表
部門ごとの目標、予定、実績が一目で確認できます。

受注情報、作業完了情報がリアルタイムで反映された負荷状況を確認することができます。



Web作業進捗
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抽出条件
条件を指定することによって
任意の部品を抽出できます。

進捗状況
各部品ごとの作業進捗
が確認できます。

発注した製品の作業進捗状況をお客様ご自身がいつでもWebでご確認いただけます。



ハードウェア構成
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ハードウェア標準構成

本体
CPU：3.50 GHz × 2 程度
メモリ：16 GB 推奨
HDD：2 TB 以上推奨
OS：Windows Server 2016
DB：SQL Server 2017

周辺機器
UPS
バックアップ用外部HDD
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サーバ推奨構成

本体
メモリ：8 GB 推奨
OS：Windows 10

ソフトウェア
.NET Framework 4.6.2 以上
Microsoft Excel 2007 以上

クライアント推奨構成



ご検討のほど
よろしくお願いいたします。

info_mail@aimcorp.co

http://www.aimcorp.co.jp/

https://www.bid.co.jp/
iso@bid.co.jp

販売元：株式会社エイム

開発元：株式会社ビットシステム

http://www.contoso.com/
http://www.contoso.com/
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